
 

 

 

 

鍼 灸 施 術 
 

はり・きゅう施術には、 
 

西洋医学的な処置 

患部を直接刺激する方法 

        と 

東洋医学的な処置 

ツボや経絡の流れをもちいる方法 

           があります。 
 

どちらも気持ちよくリラックスできます。 



自然治癒力を高め、 

身体全体の調子を高めます。 

 

だいこく接骨鍼灸院では 

 

・運動器系 

腰痛、五十肩、外傷の後遺症（骨折、むちう

ち、捻挫）、頚腕症候群、関節炎、腱鞘炎、肉

離れ、膝の痛み、ヘルニア 等 

 

 

・神経系 

座骨神経痛、痙攣、脳卒中後遺症、頭痛、 

めまい、不眠 等 
 

 

 

を多く施術しています。 

 



こんな症状ありませんか？ 
 

首・肩・腕・背中 の疲れ 

☑ 首のこり    ☑ 肩こり 

☑ 五十肩     ☑ 背中のはり 

☑ 関節痛     ☑ 腕のだるさ 

☑ 寝違え     ☑ 腱鞘炎 

☑ 腕のしびれ   ☑ 肘の痛み 

 

足と腰の疲れ 

☑ 腰痛      ☑ 膝の痛み 

☑ 膝関節症    ☑ こむら返り 

☑ ギックリ腰   ☑ 足のしびれ 

☑ 足のむくみ   ☑ 足の冷え 

☑ 長く歩けない  ☑ 手術後の痛み 

 

 

 

一つでも症状のある方は下さい。 



 

国家資格 鍼灸師 が、 

症状を聞き、触診、脈診、舌診などを用いて 

西洋医学的な処置 または 東洋医学的な処置 

鍼 または 灸 どちらがより適しているか判断し適時 

選択をします。 

 

痛くなく心も体も癒されます。 
鍼の太さは、0.16 ～ 0.18 ㎜と極めて細く髪の毛ほどの

太さの為、痛みも少ないです。使い捨ての折れにくいステン

レス製の鍼を使用し衛生面でも安心で安全です。 



はり・灸 施術も 

   だいこく接骨鍼灸院へ 

お任せ下さい！   

 

鍼施術後の注意点 
施術を受けた後、一時的に強い眠気や全身のだるさ・軽い

発熱などが出たりする場合があります。 

東洋医学では、これを「好転反応」と言って体が回復する

過程において一時的に起こる体の反応とされています。 

鍼施術を受けた事により体内では治ろうとする反応が活発

化しています。 

そのような時は出来るだけゆっくりと休んで頂けると回復度

合いが高まります。 

また鍼施術後は血行が良くなる為、施術後２～３時間は長

い時間の入浴は避けて軽くシャワーを浴びる程度にして下

さい。激しい運動やアル  コールは控えてゆっくりとお休み

ください。 

 


